




























































2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
フルオンデマンド  93 100 119 128 122 120 130 131
オンデマンド併用 302 341 337 389 362 326 312 308
表 2　通学制オンデマンド授業　履修者数実績（延べ）
2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
フルオンデマンド  8,804  9,120 12,432 12,005 16,525 20,834 22,736 26,463



































2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
科目数 313 395 439 508 535 545 519 553











2.2　Learning Management System （LMS）
LMSは、パッケージ製品では Blackboard社の Blackboard Learn、オープンソースソフ








































































































































































をはかる取り組みを e-Teachingと定義し、その実践的な取り組みで成果を上げる Good 
Practiceを共有する”19ことを目的として、優れた ICT活用教育の取り組みを行う教員を























































 1 いなば・なおや（早稲田大学遠隔教育センター・専任職員／ e-Learning System at Waseda 
University）
 2 国立情報学研究所「CiNii」http://ci.nii.ac.jp/，（参照 2013–09–02）を、「ICT活用教育」をキーワー
ドに論文検索した結果である。






成指導：大学院生が個別フィードバックする初年次 eラーニング・プログラム（平成 22～ 24年
度） 最終報告書』早稲田大学オープン教育センター，pp. 29–33
 6 早稲田大学のオンデマンド授業に関しては、3，4の文献のほか、以下の遠隔教育センター web
サイトにも詳しいため、合わせて参照されたい。
  早稲田大学遠隔教育センター「オンデマンド授業とは？」
  http://www.waseda.jp/dlc/on-demand/about.html, （参照 2013–09–02）
 7 オープン教育センター「WASEDA式アカデミックリテラシー」
  http://open-waseda.jp/academic_lite/index.php, （参照 2013–09–02）
 8 「学術的文章の作成」の取り組みについては 4の報告書のほか、下記の論文に詳しい。
  太田裕子・佐渡島紗織［他］（2011）「大学初年次日本語アカデミック・ライティング授業に
おける帰国生と留学生の文章力 : 初回課題と最終回課題の文章評価調査から」『Waseda Global 
Forum』Vol.8, pp. 337–375
 9 「数学基礎プラス」各シリーズについては、下記の論文にて詳細が報告されている。







  向後千春・冨永敦子・石川奈保子（2012）「大学における eラーニングとグループワークを組み
合わせたブレンド型授業の設計と実践（〈特集〉大学教育の改善・FD）」『日本教育工学会論文誌』
Vol.36, No.3, pp. 281–290






  http://www.waseda.jp/mnc/letter/index.html, （参照 2013–09–02）











総務省の平成 24年度情報通信白書　第 2部第 3節　情報通信機器の世帯保有率では、携帯電話
94.5％、パソコン 77.4％、携帯電話のうちスマートフォンは 29.3％だが、大学生の年代ではより
広く普及していると考えられる。
 15 Waseda-net Commonsの説明については下記の URLを参照のこと。
  早稲田大学 ITセンター「Commons | 早稲田大学 ITサービスナビ」
  http://www.waseda.jp/navi/services/system/commons.html, （参照 2013–09–03）




  第 2回コンペティション実施報告：
  http://www.waseda.jp/mnc/letter/2013jun/new_service01.html, （参照 2013–09–03）
  第 1回コンペティション実施報告：
  http://www.waseda.jp/mnc/letter/2012jun/new_service.html, （参照 2013–09–03）
  早稲田大学コンペティション公式サイト：
  http://testcommons.waseda.jp/wkcompetition/, （参照 2013–09–03）
 17 コンテストの概要、過去の大会の結果などは下記の公式サイトに掲載されている。
  早稲田大学「Waseda Vision 150 Student Competition」
  http://www.waseda.jp/keiei/V150SC/, （参照 2013–09–03）
 18 早稲田大学理事会「Waseda Vision 150」
  http://www.waseda.jp/keiei/vision150/pdf/vision150.pdf, （参照 2013–09–03）
 19 早稲田大学遠隔教育センター「WASEDA e-Teaching Award実施について」
  http://www.waseda.jp/dlc/e-teaching_award/index.html, （参照 2013–09–03）
 20 第 1回　WASEDA e-Teaching Awardにエントリーされた 22件の ICT活用教育事例は、オンデ
マンド授業部門賞を受賞した戸田の事例も含め、すべて下記の webサイトで公開されている。
  早稲田大学メディアネットワークセンター「Waseda e-Teaching Award」
  http://www.waseda.jp/mnc/letter/e-TeachingAward/, （参照 2013–09–03）
